
 
2014.10.2 教務資料１ 

ＨＷＩＰ企画運営委員会 教務報告 
 

１．HW イノベーション創出論 （１年次後期、必須） 
  ・各種分野の企業や研究所からの講師による講演（後期開講）→10/3〜開催 
 
２．HW セミナー （１年次、必須） 
  ・HW 合宿：四条畷の研修施設にて実施済み 
  ・研究室ローテーション：７⽉から１１⽉にかけて実施 →実施中（よろしくお願い致します） 
 
３．HW 領域基礎研究 （１年次、必須） 
  ・HW イノベーション⼊⾨：Clic による産学講義と、企業訪問 +ライティング 
    →今年度終了、別紙報告 
 
４．HW 融合領域研究 （２年次、必須） 
  ・アウトリーチ：未来館コミュニケーターによる講義と実践（7/18, 9 ⽉, 11 ⽉→シンポ） 
    →今年度シンポ以外は終了、別紙報告 
 
５．HW 融合領域プロジェクト研究 （３年次、必須） 
  HWPI 融合領域プロジェクト研究 （４年次、選択） 
  ・HW 学⽣主体融合領域研究⽀援 →２件の研究実施中 
 
６．HW イノベーション実践演習 （３年次、選択） 
  ・プログラム参画企業による OJT →試⾏実施中（産連委員会） 
 
７．HW インターンシップ （３年次、必須） 
  ・前倒しで受付中 →単位該当者は未だが、何⼈かインターンに参加（産連委員会の取計い） 
 
８．HW 基礎論 I・II (１年次、選択） 
  ・特任教員による座学 →I は終了。II は 10/3〜。 
 
９．学⽣アドバイザリ委員会（メンターを兼ねる） 
  ・８⽉ごろにメンタリングを主⽬的に、11 ⽉ごろに評価を主⽬的に、年⼆回実施。 

 →⾮常に学⽣のためになっていると思われます。皆様ありがとうございました。 
 
10．学⽣企画 

 →新規企画「ビジネスモデルに関するワークショップ」が本⽇ 10/2 に開催（実施後報告） 
 
11．その他 

→HW 教員セミナー（⽯⿊先⽣）、別紙報告 
今後も学⽣に希望をとりつつ、年３回ほどで運営予定。ご協⼒よろしくお願いします。 

 
＊講義の流れ 
研究：領域基礎（１年）→融合領域（２年）→プロジェクト研究（３年）→PI 研究（４年） 
産業：⼊⾨（１前）→創出論（１後）→アウトリーチ（２年）→実践演習（３年）・インターン（３年） 
 
＊各カリキュラム説明やイベント詳細は HW サブローカルサーバにおいています。 
http://student.humanware.osaka-u.ac.jp/sublocal/sindex.html 
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